
令和 7 年度 聖慈幼稚園自己評価結果 

 

令和 7 年度の園運営や教育活動について保護者の皆様に評価を頂き、これを踏まえ園の教

職員で数回のミーティングを行いました。以下は園の自己評価並びに、今後の課題改善に向

けての取り組み方向性等のまとめです。 

 

●当園の教育方針及び教職員指針 

教育方針 

一人ひとりの個性を大切に、 

心身共に健やかで明るくたくましいこどもを育てます。 

  

教職員指針 

1． 園児の発達段階に即し 

   一人ひとりの子どもの最善の成長が促されるように努めます。 

2.   家庭との連絡を密にし 

家庭における教育と相まって、さらにその効果を高めるように努めます。 

3． 園児によりそう保育ができるように 

幅広い講習・研修会に積極的に参加します。 

 

●保護者様評価・ご意見・ご要望 

 １．保護者アンケート結果（回答総数 36件、回答率 98％、詳細は別表参照） 

  ①設問全 20項目の合計評点平均値＝89.0 点（全項目最上位 5 点評価の場合 100 点） 

  ②比較的評点が高かった項目（平均評点 4.7 点以上） 

   ・友達と一緒に遊んだり友達の遊びに刺激を受け共に過ごす楽しさを味わっている 

   ・遊びや集団生活に必要な決まりを知り、守ろうとする態度が育ってきている 

   ・さまざまな物事に興味関心を示し、知的好奇心や思考力・感動する心が育っている 

   ・自ら遊びを作り出す楽しさを味わい自信を持って行動できるようになっている 

  ③比較的評点が低かった項目（平均評点 4.0 点未満） 

   ・家族や近所の人、教職員などによく挨拶をしている 

   ・保護者同士よく挨拶し、親しく交流できている 

   ・PTA 活動や園行事への保護者協力は適切な範囲で負担に感じることはない 

 2．保護者からのご意見・ご要望 

  ①参観日の写真撮影要望 

・参観日の時の写真撮影がオーケイになってくれたら嬉しいです。 

   かわいい瞬間を撮って見返したり、家族と共有出来たらいいなと思いました。 

◎回答➡次回の参観日から写真撮影 OK にします（当園の保護者様は節度をお持ち

なので園児の気が散るようなことはないと思う…先生たちの声） 



  ②園からの行事についての説明お便りを簡潔にわかりやすく 

・運動会や発表会などの行事の際のお便りについて提案です。 

    クラスごとに持ち物や集合時間、服装などが異なる場合、書き方を工夫いただける

と嬉しいです。読み取りづらい時があります。例えば 

    ◎全クラス共通 

    上履き持参、○○時集合 

    ◎赤組 

    白靴下着用、着替え袋は保護者が持っておく 

    ◎桜組 

    ○○の衣装着用、着替え袋は会場で先生に渡す 

    …のようにクラスごとに大きな項目で分けて書いていただけるとありがたいです。 

   ◎回答➡わかりにくくて申し訳ございませんでした。 

ご提案ありがとうございます。改善に努めます。 

  ③休日の行事が少し多いのでは？  

   ・保育内容や先生方は素晴らしいです。ただ、休日の行事が少し多いかなと感じます。 

    結局、代休日も預り保育はあるので先生方の休日はあるのかな？と余計なお世話

ですが心配になります。 

◎回答➡ご心配いただきありがとうございます。先生たちは交代シフトを組み所定

の年間休日を取得している状況です。（所定外就業についても渡切り手当で

はなく、割増実費精算制です） 

     各行事はその出来栄えよりも取り組む過程の中で園児が大きく成長するき

っかけなっており、極力減らしたくない保育活動と感じております。 

但し今後、行事が多すぎ園児が疲れてないか？家族団らん時間の在り方の

変化は？などに注意しながら、工夫していく必要があると思います。 

  ④肝油ドロップの虫歯リスク 

   ・園で食べる肝油ドロップは虫歯リスクになるので希望者のみにしてほしい。 

  ◎回答➡肝油ドロップはビタミン A・D を含み、骨や歯の発育をサポートしますが、

ご指摘どおり砂糖を含んでおり食後のケア不足は虫歯の原因になります。

現在、降園直前に肝油ドロップを全園児に提供していますが、希望者のみに

変更します。また、現在庫を消化した時点で肝油の提供を終了し、今後は 

      園負担のこの費用を高騰が予想されている遠足バス費用の補助などにに充

てたいと考えております。詳細につきましては 5月の PTA 総会にてご案内

いたします。ご提案ありがとうございました。 

 

 

 

 



●教職員自己評価・反省・改善 

 １．保護者アンケート結果を踏まえた職員反省会での内容（職員の声） 

  ・総じて高い評価を頂いたことは大変ありがたく、身の引き締まる思いだった。 

  ・1人 1人の育ちを保護者に伝えているか？の項目は、年齢が上がるにつれて、低くな

ってきているのが気になった。入ったばかりの年少組などは、逐一報告する事が多い、

園生活に慣れて年齢が上がると毎日伝える事は減少傾向にあることは否めないが、

園児の日々の変化に気を付け家庭とのコミュニケーションをより密にしていきたい。 

  ・挨拶は大切であり、先生から積極的に子どもたちや、保護者に向けて声掛けする必要

がある。ここ最近、毎朝の出迎えの際に、挨拶が返ってこない子もいる事を感じては

いるので、声のかけ方にも工夫をしながら、取り組んでいきたい。 

近所の人への挨拶については時代的に無理のある設問かもしれない。 

 ２．先生として 1 年を振り返って 

  ・預り保育件数（平日夕方、土曜日）が減っている。職員側のウェルカムの姿勢が不足

していなかったか？もっと保護者が遠慮なく気楽に預けたくなるよう寄添う気持ち

を素直に、できるかぎり積極的に打ち出すようにしたい。 

  ・うちは職員間の仲も良いので、他の学年の様子もよく分かり、交流しながら保育を進

めていく事ができていた。 

  ・保育の質を高めるために、他園の先生に協力していただき、他園の様子を見せていた

だく機会を設けたらどうか。 

 ３．保育者専門講習会・研修会への出席状況(Web 研修含む) 

  ・麦わら帽子こども学セミナー ２日間×3 名参加 

  ・幼小連携研修会 2 回×２名参加 

  ・広島県私立幼稚園連盟教育研修 ２日間×4 名参加 ･ 

・呉市私立幼稚園協会研修会 3回×７名参加 

・園長研修会 2 回 

 ４．幼小連携活動への取り組み 

  ・幼小連携とは遊び中心の幼児教育から教科中心の小学校教育への移行をスムーズに

連携させる取り組み(小 1プロブレム対策の一環) 

  ・R7 年度は小学校の先生との交流会議 3 回、小学校の先生の来園・保育見学 1回、園

児が小学校を訪問し２年生児童との交流会 1 回を実施 

  ・今後も小学校の担当先生とのミーティングを重ね、年長クラス保育の質向上につなげ

ていけるよう連続性のあるものにしていきたい。 

 ５．地域交流連携活動への取組み 

  ・両城中学校生徒さん企画運営の防災教室実施、呉市東消防署・防災センター見学 

  ・海上保安大学学生さんとの交流、練習船いつくしま船内見学 

  ・地域敬老会での園児によるハンドベル演奏・合唱 参加 

  ・地域おまつりへのこども神輿パレード参加 


